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大
な
み
遺
餓
に
潜
越
せ
ま
る
を
得
物
-
C
L
り
を
。
六
月
六
日
大

同
局
終
に
落
‘
つ
、
砥
-
伊
太
利
の
建
設
者
カ
ミ
ロ
カ
ヴ
/
!

ル
は
熱
に
悩
ま
さ
れ
北
る
脇
被
に
維
持
問
題
を
摘
さ
つ

¥
鴎
話
術
ほ
h

己
zanyrov
ロ

σ3ωgowwを
叫
一

・
ぴ
つ
¥
五
十
二
ゅ
の
命
以
識
を
て
静
に
眼
を
眠
む
れ
る
一

な
b
母
。
一
一
一
月
二
十
五
日
伊
太
利
議
舎
に
於
て
な
し
た
る
一

一
時
間
作
リ
ゅ
の
耳
緑
化
な
る
に
、
彼
は
己
に
一
大
阪
は
著
者
の
一
潟
、

J
T
U
く
、
天
下
妥
好
な
ら
、

は
長
へ
此
伊
森
岡
レ
川
町
M
れ
可
、
彼
れ
が
名
…
而
し
て
比
長
所
長
仁
仰
の
震
は
今
に
始
ま
れ
る

吾
人
は
設
に
長
き
皮
ず
後
3
A

生
の
同
一
一
史
を
了
る
o

一
に
み
ら
お
/
、
腕
に
他
河
川
崎
代
に
歪
ψ

ノ
、
常
時
に
於
て
は
燐

{
カ

A

寸

一

市

民

に

関

係

し

て

、

最

宅

重

要

な

る

地

位

に

あ

ら

し

も

の

…
は
東
西
の
町
奉
行
に
し
て
、
共
班
下
に
東
一
間
各
々
一
一
一
十
川
崎

一
の
典
力
と
、
東
西
各
々
五
十
人
の
同
vり
あ

b
、
而
し
て
此

一
六
十
騎
の
典
力
と
百
人
の
同
志
と
は
ー
此
地
に
於
け
る
只

一
一
の
武
士
階
級
と
し
て
市
民
の
限
に
映
や
ノ
る
一
悶
な
る
を

一
以
て
、
彼
等
以
御
無
理
御
尤
と
し
て
其
認
を
迎
ふ
る
に
汲

一
汲
な
る
結
果
、
蹴
パ
カ
の
如
き
は
其
高
二
百
石
印
も
八
十
一
ゐ

戸
の
資
牧
な
る
に
不
拘
、
共
賢
二
千
石
伎
の
生
活
を
鶴
め
ら

之
れ
皆
な
彼
等
が
自
己
の
機
威
&
悼
ん
マ
私
尚
を
一
発
ぜ
る

仁
外
な
ら
ホ
ー
、
加
ふ
る
に
蛍
特
に
於
け
み
Mm獄
仰
の
同
州
は
寺
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会
わ
に
下
劣
河
川
し
め
、
誌
し
を
は
色
を
替
、
?
を
茶
れ
に
号
、

F
j
h制
約
制
仙
川
紛
糾

付
加
計
業
れ
れ
引
叫
h
u砂
川
わ
れ
目
れ
印
刷
什
ヰ
品
川
州
イ
凡
打
げ
は
川

等
に
は
本
山
ず
の
よ
リ
、
絢
頑
あ
t

り
て
、
容
易
に
奉
行
所
よ
ム
ツ
一
気
を
入
札
ん
E
を
引
け
め
し
唱
の
わ
川
引
い
れ
ハ
ト
リ
け
い
は
~4

μを
入
M
ぞ
斯
く
て
館
似
の
震
は
益
々
蓄
し
く
一
彼
は
此
腐
敗
せ
る
状
態
を
充
分
上
引

JUUwmハ

お
月
間
、
幼
虫
践
を
顕
巾
に
削
除
し
て
、
税
一
斜
の
容
に
出
入
し
一
カ
の
職
に
あ
る
乙
と
か
リ
た
え
ん
司
よ
い
f
し
引
、
七
、
司
一
げ

f
nト

リー時訟はけれれ
M
M
M
M
M
月
間
H

W

肱
川
明

ぴ
、
美
一
犯
の
婦
人
あ
る
際
は
、
そ
れ
に
訓
を
磁
ら
せ
、
加
一
同
十
二
年
一
一
万
一
に
於
け
る
好
恋
m
L
V
1
U
川什
J
U
U
H一二

持
併
-
憾
に
托
し
て
、
放
の
寺
内
に
域
防
ぴ
以
〈
総
慾
を
慾
に
せ
一
月
に
於
け
る
破
滅

3
2
1
2件
に
レ
ソ
£
j
十一

h
kし

し
が
'
却
を
ゐ
ム
ソ
、
真
-
に
品
川
崎
に
於
け
ナ
ρ
官
蹴
棋
の
状
態
を
凡
ー
を
借
'
り
て
云
へ
ば
訂
川
町
恥
い
い
杭
速
に
レ
て

γ川
り
い
い
れ

れ
十
時
V
A十
人
惑
と
な
っ
て
一
一
一
郷
会
憾
の
す
れ
計
従
は
る
、
設
に
十
刈
滋

r
h
i
kけ

十民

3
1
b
)
戒
者
は
御
用
一
組
・
…
々
と
潟
っ
て
政
府
の
一
鋤
き
、
俗
風
を
規
ナ
、
笠
に
千
歳
の
一
汲
に
あ
ら
ホ
ノ
や
-

MJ-J吋
，
り
は
議
は
路
一
変
城
山
笠
般
の
誠
一
平
と
匁
っ
て
共
で
あ
る
唱
の
即
応
之
れ
字
り
、
然
-P
も
-
そ
を
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3
J

M
げ

-M一mM
J物
(
主
と
し
て
米
)
の
版
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リ
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天
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υ月
刊
以
て
町
一
一
れ
徐
州

日
引
け
一
イ
括
原
よ
し
な
っ
て
一
方
に
は
織
物
販
寅
の
代
金
戸
る
に
卒
り
し
わ
ば
、
彼
れ
一
付
も
い
一
十
一
い
れ
ど
翠
…
れ
共
一
川
レ

ー
ペ
ー
に
は
月
一
々
、
点
目
ロ
殿
般
の
入
用
金
を
仕
怒
る
隠
居
し
て
共
栄
-
密
」
暴
走
伸
之
助
C
議
j
、っド-夜
1
1
・c

等
、
隠
然
と
L
〈
メ
ド
の
金
山
肌
加
を
お
心
b
、一向

L
彼

E
T
台
市
・
十
孔
垣
市
又
、
必

;
i
n
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投
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V

J

j

い
〈
妙
、
必
抗
告
、
今
一
朝
必
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1

)

紹
十
介

東
潔
白
花
し
の
詩
を
お
臥
b
て
専
ら
諦
説
著
述
の
儒
者
的
生

活
に
入
れ
1

り
、
之
れ
彼
が
生
涯
の
…
特
化
に
し
て
、
、
及
に

再
鞠
化
仁
於
て
彼
は
蹴
仁
悲
劇
の
入
と
な
れ

b
、
葉
、
官
時
一

仁
於
け
る
関
東
の
感
者
が
従
ら
仁
朱
態
の
範
際
的
ド
腕
断
一

と
し
て
、
一
生
を
凶
書
五
経
の
叫
一
川
併
に
終
る
に
反
し
て
彼
一

の
秘
義
以
前
を
て
働
か
ず
を
本
意
と
な
し
、
階
下
綬
舎
の
一

本
式
1
ζ

時
惜
と
を
比
較
し
、
老
中
諸
般
が
筒
様
の
肱
欝
い
い
一

論
誌
の
郎
総
と
矛
盾
す
る
と
か
、
以
代
議
殿
の
か
く
あ
る
一

は
此
孟
子
の
認
仁
相
遺
す
と
一
五
ふ
胤
仁
批
許
を
加
ふ
る
仁
一

寸前，
t
り
、
斯
く
て
此
安
世
間
を
芯
ゐ
、
じ
し
能
は
ぎ
る
活
患
者
一

は
、
時
祉
の
続
々
非
な
る
を
見
て
二
朝
同
志
を
話
ぴ
白
川
ぷ
一

長
槍
を
撚
へ
、
火
を
放
も
銃
密
資
し
、
市
街
を
横
行
し
て
抑
一

子
の
人
数
に
祇
抗
せ
し
か
ぱ
、
滋
仁
乱
魁
の
ご
・
乎
を
窓
し
一

く
史
上
に
殺
す
に
去
れ

6
彼
が
殊
に
最
期
仁
授
に
は
否
人
一

b

を
し
て
岐
に
演
劇
上
の
興
味
を
戚
吟
し
む
ゐ
唱
の
あ
'po

一

勺

M
M
ヂ
の
一
出
々
は
捌
乎
の
飼
っ
斗
』
柁
り
之
見
る
や
二
阿
美
.
・
官
民
宅
へ
訴
が
込
一

ん
だ
、
絞
卒
は
彦
次
郎
が
ち
見
世
の
間
口
を
間
め
て
(
れ
と
い
は
れ
、

日
人
虻
て
少
々
心
抑
制
{
思
っ
て
知
る
所
へ
、
同
役
岡
村
松
山
附
が
留
に
跡
を

採
っ
て
来
た
の
で
、
と
れ
幸
之
松
山
間
に
一
抑
制
に
蔚
て
食
っ
た
、
五
郎
共
紛

の
女
房
は
関
心
か
ち
諜
を
授
け
ち
れ
、
陥
終
L
hゆが
b
、
曲
川
に
角
二
例
の

ー
滋
O
回
a

知
に
立
っ
て
応
日
に
入
り
‘

S
L
/、
と
爆
吾
郎
附
く
る
や
h

小
限
戎
を
明

け
て
姿
を
現
は
L
た
は
平
八
郎
其
人
で
出
る
も
彼
は
捕
方
の
姿
t
p
・
見
る
や

ハ
究
と
戸
を
越
谷
せ
た
、
脇
訟
の
み
が
見
え
る
、
州
制
方
は
〕
け
応
・
進
ん
だ
、

布
八
郎
之
積
一
一
日
"
は
る
h

者
界
怯
な
り
と
い
ふ
小
右
衛
門
の
繋
忙
し
限
じ
‘
附
市

今
締
出
る
之
の
返
事
が
ち
っ
た
、
入
口
の
絞
一
小
川
肺
倒
僚
の
防
次
ロ
忙
一
説
得

せ
た
る
を
見
て
、
最
早
中
一
祝
日
K
持
つ
嬰
な
L
之
、
小
防
次
を
櫛
り
、
φ
飾
付

扱
上
げ
正
副
m
v
a
b
f

岳
山
叩
け
ば
、
隙
間
よ
り
吹
山
山
L
は
焔
磁
の
般
で
あ
る
、

小
清
衛
門
、
総
六
、
齢
制
剛
山
別
問
り
込
hη

、
郡
山
吋
の
内
UMW隙
子
吾
川
似
っ

て
叱
度
見
渡
せ
ば
、
圧
倒
除
子
の
中
虻
人
の
臥
安
が
あ
る
、
ウ
ん
K
M
H

・衣類

隊
一
十
等
を
立
飾
り
、
阪
に
充
分
火
が
廻
っ
て
照
る
、
平
λ
郎
は
脱
法
を
携

へて川町一際
K
，
午
ん
雪
崩
る
が
‘
火
山
W

特
例

U
K注
守
れ
な
い
‘
ア
ハ
守
と
い
ふ

削
花
、
彼
は
脇
ポ

R
取
低
[
て
削
除
を
織
に
州
民
立
℃
、
引
抜
い
て
投
げ
た

火
は
盛
甘
い
燃
上

p
、
一
同
は
我
先
と
路
攻
口
へ
諮
問
L
K
司
妨
乎
の
人
数

は
中
央
vk
部
協
を
問
、
寸
¥
両
側
に
踏
ん
で
符
っ
て
民
っ
た
が
、
俗
に
ヂ
閥

、
原
れ
る
の
で
、
前
太
郎
‘
男
之
助
、
庄
一
点
郎
三
人
戸
口
へ
山
市
て
議
日
却
を
す

る
と
‘
奈
の
巾
に
坊
主
一
以
が
ず
ラ
/
¥
比
え
る
、
州
制
は
俊
子
自
滅
と
一
一
附

進
ん
で
漸
(
戸
口
を
打
域
L
、
責
て
死
憾
な
り
と
引
制
L
た
L
之
背
っ
た

が
、
長
平
火
気
機
U

与
し
て
如
何
と
宮
仕
難
{
、
唐
次
郎
の
一
一
一
一
H

柑
仰
に
従
ひ
、

火
消
人
足
紀
一
任
せ
て
引
下
っ
た
に
ハ
頁
一
一
一
一
一
一
七

l
i一一ご一一九〉

之
を
要
す
る
に
、
本
舎
は
史
料
を
蒐
集
せ
る
欧
州
仁
於
て
、

只
に
前
人
の
著
じ
数
歩
を
縫
め
北
る
の
み
な
ら
歩
叉
総
別

取
拾
、
分
配
綜
A
W
の
諸
制
仁
就
念
て
が
も
殆
ん
ど
完
援
仁
恕

く
、
近
時
史
界
の
好
著
と
し
て
初
仁
江
湖
の
一
讃
を
乞
ふ
。
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